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＜連絡事項＞
・2/21（水）予定の法人研修は、コロナ感染流行に伴い延期となりました。

＜入室状況＞
【入院】
・泉　沙耶様～東A11号室

【部屋移動】
・袴田　裕國様～東A11号室➝東A15号室

【ユニット移動】
・西澤　由見様～東合併症室➝東B2号室
・越後　久次郎様～東合併症室➝東B2号室
・松谷　さと子様～東A13号室➝東合併症室



＜患者様連絡事項＞
・越後　久次郎様～2/20より補液①ソリタT3　500ml+アスコルビン酸1A+ダイビタミックス1A
②ラクテックへ変更となり3日分処方。2/20採血、昼より重湯開始の指示あり。今後の食上げに関しては栄養に相談していく。

・向谷地　喜朗様～本日至急で採血指示あり。

・白幡　一真様～臨時薬リスパダール4mgへ増量、エスゾピクロン追加となり、7日分処方。

・須藤　美智子様～心理検査終了に伴い、主治医面談を設定するよう指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
[bookmark: _GoBack]・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。他室入室や大声、奇声あり、早めに開放観察終了する。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。対面時穏やか。不満言動なし。8:30希望にて疼痛時ロキソプロフェンNa（60）1T、12:00不安時レキソタン（5）1T内服。不調の訴えなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・白幡　一真様～終日隔離中。時折奇声聞かれ、トイレに籠り過ごしていることあり。食事は2/3～全量摂取している。表情は冴えないが、スタッフの問いに返答聞かれる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・向谷地善朗様～身体拘束中。ベッド上やや傾眠がちに過ごされる。声掛けには返答あり。内服薬ムセなく内服し点滴トラブルなし。循環障害、皮膚トラブル無く経過。両足背動脈触知確認。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜金Dr.診察情報＞
・東野　愛様～臨時薬同内容で7日分処方。

・大釜　美香子様～2/20みちのく記念病院へ転院。退院処方2日分。

・坂本　健治様～臨時薬同内容で7日分処方。西病棟への転出許可あり。

・西澤　由見様～臨時薬クエチアピン中止、その他同内容で7日分処方。

・糸山　タケ様～退院に向け、施設を探していくよう指示あり。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和6年2月19日　15：45
氏　　名：泉　沙耶様(いずみ　さや）様
生年月日：平成4年6月23日（31歳）
病　　名：統合失調症
性　　別：女性
主 治 医：柞木田Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Aユニット
＜経過＞
　三戸町にて同胞2名、第2子次女にて出生。地元の小中学校卒業後、県立三戸高校に入学、卒業。福島県にある開成学院短期大学音楽科（2年過程）を卒業している。上京しアルバイトをしていた時期もあったが長続きせず。現在父親と叔母、本人の3人暮らし。八戸赤十字病院精神科に統合失調症の診断にて通院加療し、これまで他医療機関精神科にも通院入院歴あり。元々病識が低度で怠薬傾向となり不調を呈し、これまで当院を含め15回の入院となっていた。前回当院入院(R5.6.29～12.29)　当院退院後は訪問看護ステーション「五福」利用し定期的な外来通院を行っていたが、本日の訪問にて、表情硬く、終始小声で独語、床を激しく踏みつける様子やテーブルを叩く、顕著な情動不穏状態。突然多量服薬、マグカップを床に投げつける行為あり、父様、相談支援専門員(三戸社協 米田氏)に報告し、入院治療の必要性を説明し了承。精神保健指定医　柞木田Dr診察の結果、R6.2.19　15：45症状改善目的にて、東病棟Aユニット11号室へ当院2回目の医療保護入院となる。

